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千
葉
地
東
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跡

１
　
所
在
地
　
　
　
神
奈
川
県
鎌
倉
市
御
成
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
四
年
（昭
５９
）
四
月
を

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
神
奈
川
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
中
田
　
英

・
鈴
木
次
郎

・
服
部
実
喜

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
中
世
居
館
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
方
生
時
代
後
期
ｉ
室
町
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

千
葉
地
東
遺
跡
は
、
国
鉄
鎌
倉
駅
の
西
側
約

一
〇
〇
ｍ
に
位
置
し
、
遺
跡
の

西
側
は
若
官
大
路
に
平
行
し
て
南
北
に
走
る
今
小
路
に
接
す
る
。
本
遺
跡
の
周

辺
に
は
多
く
の
中
世
遺
跡
が
あ

り
、
今
小
路
を
は
さ
ん
だ
西
側

に
千
葉
地
遺
跡
、
南
側
に
は
諏

訪
東
遺
跡
が
所
在
す
る
。

本
遺
跡
の
発
掘
調
査
は
、
鎌
倉
県
税
事
務
所
の
改
築
工
事
に
伴

っ
て
実
施
さ

れ
た
。　
調
査
の
結
果
、　
古
墳
時
代
後
期
の
竪
穴
住
居
と
土
羨
、　
鎌
倉
時
代
か

ら
室
町
時
代
の
河
川

・
道
路

。
基
壇
建
物

。
礎
石
建
物

。
掘
立
柱
建
物

・
溝

・

井
戸

・
土
羨
な
ど
が
検
出
さ
れ
、
ま
た
弥
生
時
代
後
期
か
ら
室
町
時
代
に
か
け

て
の
遺
物
が
多
数
出
土
し
た
。　
木
簡
は
、
呪
符
が

一
点

（ω
）、
付
札
が

一
点

（②
）、
曲
物
の
底
板
や
折
敷
に
墨
書
の
あ
る
も
の
が
三
点
、
用
途
不
明
の
木
製

品
に
刻
書
の
あ
る
も
の
が

一
点

（③
）
の
計
六
点
出
上
し
た
。　
こ
の
他
、
墨
書
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1984年出土の木簡

の
あ
る
卒
塔
婆
が

一
点

（④
）
出
上
し
た
。
出
上
位
置
は
、
ω
が
河
川
の
砂
層
、

②
が
室
町
時
代
の
上
羨
、
０
は
鎌
倉
時
代
の
包
含
層
で
、
④
は
河
川
の
木
組
護

岸
の
杭
に
転
用
さ
れ
て
い
た
。

３
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

①

　

「］
中
螂
蝉
急
如
律
令
蜘
坤
脚
口
坦
急
如
律
令
日
日
日
□
急
如
律
令
」

②

　

「
残
ま
志
り
＜
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ］貿
］露
ヽ
ｏ認

⑥

　

「
六
月
二
日
の
ひ
つ
□
□

一日］［田］」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　μ∞伽
〉〈伽釦
×
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な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
つ
い
て
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
田
中
稔
氏

。

水
藤
真
氏

。
平
川
南
氏
に
御
指
導
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

９
　
関
係
文
献

神
奈
川
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
ケ
ー

『年
報
４
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盆

九
八
五
年
）
（服
部
実
喜
）
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神
奈
川
・蔵
屋
敷
遺
跡

所
在
地
　
　
　
神
奈
川
県
鎌
倉
市
小
町

調
査
期
間
　
　
一
九
八
二
年
（昭
５７
）
八
月
を

一
二
月

発
掘
機
関
　
　
鎌
倉
駅
舎
改
築
に
か
か
る
遺
跡
調
査
会

調
査
担
当
者
　
小
川
裕
久

。
服
部
実
喜

・
玉
林
美
男

・
永
井
正
憲

遺
跡
の
種
類
　
居
館
跡

遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
前
期
を
室
町
時
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

蔵
屋
敷
遺
跡
は
、
国
鉄
鎌
倉
駅
構
内
に
所
在
し
、
鎌
倉
市
市
衡
地
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
す
る
。
若
官
大
路
と
今
小
路
に
は
さ
ま
れ
た
本
遺
跡
の
周
辺
で
は
、

一
九
七
五
年
前
後
よ
り
市
衛
地

の
再
開
発
が
進
め
ら
れ
、
こ
れ

ま
で
多
く
の
中
世
遺
跡
が
発
掘

調
査
さ
れ
て
い
る
。

本
遺
跡
の
発
掘
調
査
は
、
国

鉄
鎌
倉
駅
舎
の
改
築
工
事
に
伴

っ
て
実
施
さ
れ
た
。
調
査
の
結

果
、
奈
良
時
代
の
溝
状
遺
構
や

鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
の
掘
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